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加彩宮女俑（五代・930年）福州五代劉華墓出土
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共同企画

●博物館ニュース　
　入館者25万人達成！！
●展示＆リサーチ　
　明治大学東アジア石刻文物研究所
　の活動と展示
　企画展 国づくりと文字・伝承
●市民レクチャー　
　杉原荘介先生と市川市の遺跡（上）
●学芸研究室から　
　大名と領地（上）
●収蔵室から　　　
　蓬莱鏡



　西暦 907年に唐が滅亡すると、福建地方
の有力者であった王審知は、やがて、後梁
から閩

びん

国王に封ぜられます。彼の統治の下、
福建の経済力は飛躍的に伸展します。王氏
一族ゆかりの銅製香炉や王審知の次男の妻
劉華の墓所から発見された陶俑など、福建
文化早期の優品をご覧いただきます。また、
元来、学術研究の盛んな土地柄であった福
建は、朱熹をはじめ名だたる文人の出身地
として知られますが、宋代（960～1279）には
高級官僚への登用試験である科挙の合格者
を多数輩出しています。彼ら文人の遺産と
して残された文物の数々を紹介します。
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明治大学文学部・明治大学博物館共同企画
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■主催／明治大学文学部　
　　　　明治大学博物館　
　　　　福建博物院（中国）
　　　　海のシルクロードの出発点
　　　　“福建”展開催実行委員会
■後援／中華人民共和国駐日本国
　　　　大使館文化部　千代田区

　福建省は東シナ海と南シナ
海の接点に位置し、ちょうど
台湾の対岸にあたる中国東南
部の地域です。その海外交流
は10世紀初頭から盛んになり、
宋・元代（10世紀中頃～ 14世紀
中頃）には中国を代表する貿易
拠点となります。この地で生
み出された様々な文化や工芸
は、東アジアの海を渡って世
界に広まりました。宋代に福
建で生産された茶と茶道具は、
中国国内で高い評価を得ただ
けでなく、日本など海外の茶
文化に大きな影響を与えてい
ます。福建産の陶磁器も盛ん
に輸出され、世界各地の陶磁
器生産に強い影響を及ぼした
のでした。この展覧会では、“福
建”をめぐる海域文化にスポッ
トをあて、中国国家一級文物
多数を含む貴重な文化遺産の
数々をご覧いただきます。

■会　場／明治大学博物館特別展示室・常設展示室
■入場料／500円　
　　　　　　　明治大学学生・教職員  リバティアカデミー会員　明大カード会員

　　　　　　　明治大学博物館友の会会員　高校生以下の児童・生徒および引率教諭は無料　

　　　　　　 　障がいをお持ちの方と付き添いの方は身分証の提示で無料

福建文化のあけぼの

銀鍍金双鳳文合子　
南宋・1272年

青
花
牡
丹
文
盤
（
景
徳
鎮
窯
）
清
・
17
～
18
世
紀

青釉四耳壷（イランまたはイラク）10 世紀

青磁五星盤　唐・651年
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2009年度 明治大学博物館春季特別展
　閩

びん

国王家に嫁いだ劉華の墓所から発見されたヒス
イ色の壷は、遠くイスラム世界からもたらされたも
のでした。この頃からすでに福建の対外交易は活性
化しており、西から東から、多くの人々がアジアの
海を行き来していたことになります。福建にはそう
した人々の移動を示す貴重な文化財が残ります。通
商に用いられた木簡類、異国に没したキリスト教徒
の墓碑、スペインの銀貨など、東アジアのみならず、
中近東・ヨーロッパにも及ぶ海域文化のダイナミズ
ムを実感いただきます。

　ヨーロッパで Chinaと言えばそれは陶磁器を意味します。それだけ中国
は世界の陶磁史をリードする巨大な存在であるということです。この展
覧会の出展文物の多くを占めるのも陶磁器です。龍泉窯（浙江省）の青磁、
景徳鎮窯（江西省）の青

せ い か

花などは中国を代表する陶磁器ですが、福建地方
にもたくさんの産地が展開し、多くの製品が日本にも輸入されています。
中でも、日本の茶道具に大きな影響を与えた建窯の黒釉の茶碗や、徳化窯
の白磁、漳州窯の華麗な赤絵がよく知られています。

　喫茶の習慣は 8世紀後半頃から普及しはじめ、やがて、福建は茶の一大
産地に成長します。五代の頃には茶園が開拓され貢納が始まっていますが、
宋王朝の管理下にあった北苑茶園の製品は最高級の茶としてもてはやされ
ました。日本との関わりでは、貴族や上級武士の間で茶の湯が盛んになっ
た鎌倉時代後期から室町時代の中期にかけて、当時、唐

からもの

物として垂涎の的
となったのが、福建産の黒釉の茶碗や茶入として用いられた褐釉の小壷で
した。それをコピーした天目碗や茶入は日本国内でも盛んに生産されるよ
うになります。

　福建沿海はアジア各地やヨーロッパ方面と行き来をする交易船が盛んに
通航する海域でした。その海底からは、積荷を満載した沈没船遺跡がいく
つも発見されています。地面を掘るのではなく、水に潜って海底を探索し
て遺物を引き揚げるという｢水中考古学｣ の成果により、そのリアルな実
像が明らかにされつつあります。ここでは、近年におけるその成果の一部
をご紹介します。白磁、青磁、青

せ い か

花…、数百年の眠りから覚め、海底から
引き揚げられた陶磁器の優品の数々をご覧ください。

東西交易

陶磁器

茶文化

水中考古

五彩八宝文杯（景
徳鎮窯）清・17 ～
18 世紀　※海水に
漬かっていたため上絵

が変色している

銀貨（スペイン）18 世紀初頭
キリスト教碑　元・1349年

褐釉小壷　
南宋・12 ～ 13 世紀

※この展覧会は、海のシルクロードの出発点“福建”展開催実行委員会の主催による巡回展覧会です。
　東京会場は明治大学博物館と学習院大学史料館の2会場となります。

学習院大学会場 東アジアの海とシルクロードの拠点“福建”―沈没船、貿易都市、陶磁器、茶文化―
■主催／学習院大学日本学術振興会アジア研究教育拠点事業　学習院大学史料館　福建博物院（中国）　海のシルクロードの出発点“福建”展開催実行委員会
■会場／学習院大学史料館展示室（北 2号館 1階）　豊島区目白 1-5-1　
■交通／ JR目白駅から徒歩 5分　■入場料／無料

青磁印花牡丹文盤（龍泉窯）元・14 世紀



4

その他、アジア史・日本史・考古学専攻の大学院生による列品解説などを随時開催いたします。
詳しくはホームページや館内案内をご覧下さい。

開催記念シンポジウム

　《プログラム》

　　4月25日（土）13時～17時　明治大学アカデミーコモン2階特設会場
　　　　森　達也（愛知県陶磁資料館主任学芸員）「福建の古窯址・陶磁器と東アジア」
　　　　張　　威（中国国家博物館水下考古研究中心主任）「青い文明を探る—中国水中考古の回顧と展望—」
　　　　石原　渉（アジア水中考古学研究所副理事長）「日本における水中考古学の成果と将来」

　　4月26日（日）10時～15時　学習院大学西2号館2階201教室
　　　　鶴間和幸（学習院大学文学部教授）「東アジア海文明と福建」
　　　　楊　　琮（福建博物院院長）「漢代閩越考古」
　　　　荒川正明（学習院大学文学部教授）「福建陶磁と日本の茶陶」
　　　　今井　敦（東京国立博物館研究員）「日本に運ばれた福建産の貿易陶磁器について」

明治大学リバティアカデミー企画

「福建の茶と日本茶道」（講義と実演）　
　■ 4月 30日（木）　15：00～ 16：00　　　 ■会場：博物館教室　　　■参加費無料　申込不要　当日会場にお越しください

■金曜　17:30～18:30  4/17氣賀澤保規（明治大学文学部教授） 4/24外山徹（同博物館学芸員） 5/15櫻井智美（同文学部准教授）
■集合場所　特別展示室入口　■参加費　無料（入場券が必要となります）　申込不要　当日集合場所にお集まりください

東アジア・海のシルクロードと“福建”展 関連イベント

　　　　　　　　　　　　　　

日時　4月25日（土）・26日（日）　参加費無料　申込不要　当日会場にお越しください

「水中考古学と福建の陶磁器」

レクチャー＆ワークショップ

ギャラリートーク　列品解説と茶の夕べ

オープン講座 特別展開催記念講座「東アジア・海のシルクロードと“福建”」
　　■日　時　5月8日（金）13時～17時（開場12時30分）

　　■会　場　明治大学アカデミーホール（駿河台校舎アカデミーコモン3階）

　　■受講料　一般1000円（特別展観覧料が無料になります）　リバティアカデミー会員・博物館友の会会員無料　要申込　

　　　《プログラム》　

　　　　　加藤千洋（朝日新聞編集委員・明治大学講師）「世界遺産・福建土楼と客家（はっか）の世界」
　　　　　村井章介（東京大学大学院人文社会系研究科教授）「中世日本の茶文化と福建」
　　　　　加藤　徹（明治大学法学部教授）「近世福建系音楽の日本伝来と演歌の誕生―楽曲の実演も交えて」
　　　　　司会・コーディネータ：氣賀澤保規（明治大学文学部教授）

明大アジア史講座「東アジア海域文化と福建」
　　■日　時　4月14日～5月19日（火）　15時00分～16時30分

　　■受講料　13,000円　要申込　※受講にはリバティアカデミーへの入会が必要です

　　　　《プログラム》

　　　　　4月14日　氣賀澤保規（明治大学文学部教授）「助走時代の福建と五代・閩国」　　　
　　　　　4月21日　櫻井智美（明治大学文学部准教授）「宋元時代の福建とマルコポーロ」　　　　　　
　　　　　4月28日　寺内威太郎（明治大学文学部教授）「鄭和と鄭成功・倭寇時代の福建」　　　　　　
　　　　　5月12日　荒川正明（学習院大学文学部教授）「福建陶磁と日本―華南三彩から織部、古九谷へ―」　
　　　　　5月19日　氣賀澤保規「東アジア海域文化のなかの福建」

申込・問合先　明治大学リバティアカデミー事務局（03）3296-4423　http://academy.meiji.jp
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　昨年、10月10日から12月12日にかけて開催した特別展
『氷河時代の山をひらき、海をわたる－日本列島人類文化
のパイオニア期－』では、北海道から九州まで、全国25個
所の博物館や研究機関から550点に及ぶ資料をお借りしまし
た。開幕記念講演会では、東京都立大学名誉教授・町田洋
先生から最後の氷河時代の気候変動とヒトとの係わりにつ
いてお話いただきました。展示を通して、市民から研究者
までの幅広い層に、氷河時代の日本列島に最初に定着した
ヒトビトをめぐる問題の難しさとロマンを感じ取っていた
だけたとしたら幸いです。この問題に取り組む考古学や人
類学の今後の展開にご注目ください。今回は、たくさんの
方々からアンケートにご感想・ご批判をいただきました。そのなかでも、いろんな学術分野で積極的に問題
提起を行うことが、大学博物館ならではの特色だという言葉には、大いに励まされました。今後も，学問の
科学的な面白さと厳しさを分かりやすく紹介する企画を展開したいと思います。なお、展示図録はミュージ
アム・ショップにて販売中（1,000円）です。

昨秋の特別展会期終了後、本年1月にかけて、特別展示室の空気環境改
善処理を行いました。特別展示室は、国指定重要文化財をはじめとする貴
重な資料を外部から借用して展覧会を開催するため、資料の変質・損壊に
つながるケース内の汚染物質を除去する必要があります。改善処理の対象
としている汚染物質にはアンモニアおよび有機酸（蟻酸・酢酸）があり、シ
ックハウス症候群で話題になったホルムアルデヒドもアルカリ性環境下で
蟻酸に変化します。具体的な処置としては、換気促進と湿気の流入防止、
そして汚染物質を吸着する「エアチューンシート」を、一定期間、展示ケー
ス内の壁面に吊り下げ、床面に敷き詰めます。一定期間を経た後（2週間～
1ヶ月）、「パッシブインジケータ」という試薬で汚染状況を測定します。
これで検知の判定が出なければ、ひとまず処理が完了ということになり
ます。しかし、展示ケースは密閉性があるため、躯体のコンクリート、建
材、壁紙やクロス、また、展覧会時に使用した造作材や展示資料の影響で
汚染物質が継続的に発生しており、汚染物質の蓄積を防止するためには、
定期的に改善処理を実施する必要があります。

来館者 25万人達成！！

去る2008年12月9日、明治大学博物館は2004年4月の
リニューアルオープンの日から数えて25万人目のお客
様をお迎えしました。記念すべき25万人目となられた
のは、富山県高岡第一高等学校の皆さんです。
　来館20万人に達したのは昨年の4月。その後もたくさ
んのお客様にお越しいただき、非常に早いペースで25
万人を達成することができました。
　これまでにご来館いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。これからもより多くのお客様に訪れて
いただけるよう努めてまいります。 記念品贈呈の様子

2008年度博物館主催特別展
『氷河時代の山をひらき、海をわたる－日本列島人類文化のパイオニア期－』開催

特別展示室の空気環境改善処理

展示風景

「パッシブインジケータ」による測定結果（ア
ンモニア）。変色が少なく結果は良好

「エアチューンシート」による汚染物質の吸
着処理



6

展　示 リサーチ＆

１．東アジア石刻学の意味

　「東アジア石刻文物研究所」というや
や変わった名前の「研究所」は2005年4月
1日に発足した。それから数えて4年の歳
月が経過しようとしている。この間、
徐々にではある学内外に存在が知られ
てきているが、このたび博物館から与
えられた機会を通じて、さらに広く認
知をいただけることを願い、これまで
の活動状況の一端を紹介してみたい。
　私たちのいう「石刻文物」とは石に刻
まれた資料、歴史的実物資料を指して
いる。これには美術・図像も含められ
るが、当研究所の主たる対象とするの
は文字を石に刻したもの、すなわち地
表に建てられた碑や地中（墓中）に納め
た墓誌、あるいは儒教や仏教の経典を
刻んだ石経などである。
　周知の如く中国を中心とする東アジ
ア世界（日本も含む）において、古来そ
の時々の人々の思いをこめて碑刻など
が作られてきた。それらは石であるゆ
えに風雪に耐え、後世に伝えられた過

氣賀澤保規（明治大学東アジア石刻文物研究所所長・文学部教授）

去の記憶の証人であり、貴重な歴史の
一次資料となる。本研究所ではそのよ
うな立場から、石刻文化の基をなす中
国の1世紀から10世紀初めまで、王朝で
いえば後漢から魏晋南北朝を経て隋唐
王朝におよぶ時代に絞り、①石刻資料
の収集と調査と整理、②それをふまえ
た情報発信と研究考察、という大きく
二つの柱を立てることになった。

２．東アジア石刻文物研究所発足の頃

　当研究所の成立に先行して、10年近い
準備の過程があったことを知っていた
だきたい。まず1997年5月から東京地区
の若手研究者からなる魏晋南北朝隋唐
石刻研究会を発足させ、2000年10月より
それを中国石刻文物研究会に改め、石
刻資料を多面的に論議する機会を作っ
た。中国史の研究にあって、墓誌や碑文
などの石刻が新たな資料として本格的
に注目を集める、そのような見通しの
もとで研究会は一歩早く動き出した。
　当初この研究会ではほぼ毎月、石刻
資料めぐって蓄積された真摯な議論と
共有された認識から、その後の多くの
研究が生まれ、若手研究者が育ち、並

行して氣賀澤の『唐代墓誌所在総合目
録』が刊行された。こうした実績の上
に、2003年度より科研費（基盤研究B）
（「中国南北朝後期隋唐期の石刻文字資
料の集成・データベース構築と地域社
会文化の研究」）が認められた。そこで
まず、旧版を大幅に改めた『新版唐代墓
誌所在総合目録』を完成させ、世に問
うた。後日中国側から入ってきた話で
は、本来中国側がすべきであったその
仕事が、日本側に先を越されてしまっ
た、関係者はそう残念がったという。
　ちょうどその頃の2004年の10月、中
国西安で、日本の遣唐使留学生「井真
成墓誌」が発見されたというニュースが
もたらされた。これは人々を驚かすに
十分な貴重資料であった。墓誌とは何
か、その時代性をどう読み解くか、国
内で高まる関心に私どもはこれまでの
蓄積をふまえて対応した。この機会に
墓誌という石刻へ社会的認知が得られ
たことはありがたかった。
　なお井真成墓誌の実物は名古屋で開か
れた「愛地球博」で特別展示されたが、
その折同時に並べられたレプリカは会期
終了後、明治大学博物館に寄贈された。

写真 1  新発見顔真卿筆「郭虚己墓誌」（794 年）
　　　  明治大学新収中国石刻貴重拓本展Ⅱにて展示 写真 3　研究所寄託中国墓誌の拓本製作写真 2　現地での調査（中国河北林旺石窟）
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３．石刻を求めて現地調査

　近年の科研費では、院生や若手研究
者を研究協力者として海外調査に帯同
することが認められている。そこでまず
2004年3月、山東半島の仏教石刻を求め
て、寒さが身に凍みる山野を歩いた。つ
ぎは夏の河南・河北の山野を、汗みどろ
になって10日ほど動いた（2004年9月）。
2006年夏には山西・陝西の碑刻や歴史遺
跡を集中調査し、これで中国華北の主た
るところを押さえ、今後の踏み込んだ研
究のための足場を築くことができた。
　調査のために登った山は数え切れない
が、高いところでは山東の中心にある泰
山が海抜1545ｍ、山頂に多くの歴代碑刻
があり、山麓の経石峪で知られた峡谷に
は、数十メートル四方もある大岩に刻さ
れた大字の金剛経がある。これは6世紀
後半の北斉期と一応推定されているが、
確かな時期も作成者もまだ確定できてい
ない。この他、500ｍ級であれば山東鄒州
市の　山をはじめ、河北では邯鄲市の北
響堂山、渉県の中皇山、房山雲居寺の石
経山、山西では太原の天龍山や龍山、高
平県の羊頭山などがざっとあげられる。
　私たちの求める碑刻は多くの場合、
あまり人の踏み込まない辺鄙な場所に
ある。荊が茂る岩道を歩いてやっとたど
りついた先で目指す石刻を前に、当時の
人々に思いを馳せながら調査し記録に
のこす。そのときがもっとも楽しい時間
になるが、そうした場所にも近年破壊
の波がおよんでいることをしばしば確
認する。盗掘と開発という波が……。
　さて一日動き回って宿舎に着くのは
夜の8時頃。10時をすぎてやっと夜食に
ありつくこともしばしば起こる。夜には
ミーティングでその日を集約し、翌朝
は8時には行動を開始する。そのような
ハードな日程をこなし、実物の資料と向

き合うなかで若手諸君が日一日とたく
ましくなり、眼光も変わってくるのが分
かる。それは大変うれしいことである。

４．研究所の活動実績と今後の方向――

　　展示活動とシンポジウムと研究成果

　当研究所では石刻資料の拓本収集にも
力を入れてきた。拓本をつうじて実物に
より接近でき、写真ではできない細部の
調査も可能になるからである。残念なが
ら明大には拓本収集の実績はなく、作業
はゼロからの出発であった。加えて、一
部の書道関係者が高く購入したり、中国
の富裕層がそこに手を広げてきているた
め、近年値段は高騰しており、その間を
ぬっていかに学術的に重要なものを安く
手に入れるかが問われることになる。
　研究所の発足に先立って、私は幸い
にも100点を越える旧拓を所蔵する方と
接触し、すべて入手できた。それは清朝
八旗の末裔とされる方の家に保存され
てきたコレクションであり、傷みは多
かったが初拓のものも含み、当研究所
の貴重な財産となっている。これを核
にして、その後の調査の折りや知り合
いの紹介などを通じて入手に努め、今
では800点を越えるまでになり、研究所
の資料として外部にも知られてきた。
　入手してきた貴重資料は広く知って
もらうために、明大博物館の協力をえ
て企画展を実施し、すでに下記のよう
に4回を数えている。

第1回：2006年4月22日～5月10日
　「明治大学新収中国石刻貴重拓本展」
第2回：2007年2月23日～3月14日
　「洞窟に刻まれた末法の石経と聖像展」
第3回：同年3月17日～3月30日
　「明治大学新収中国石刻貴重拓本展Ⅱ」
第4回：2008年2月27日～3月16日

　「明治大学新収中国石刻貴重拓本展Ⅲ
　  唐代の石刻と文人文化展」

　これらの展示で主体となるのは、パ
ンフレット原稿づくりも含め研究所ス
タッフの院生である。ここで培われたノ
ウハウは2008年夏の古代学研究所主催
の企画展「国づくりと文字・伝承」でも
大いに活かされた。
　私どもは人的にも財政的にも基盤が弱い
が、限られた条件のなかできらりと光る存
在感と役割を着実にはたしていきたい。最
後に、上記以外の実績を示しておく。
・情報発信：ホームページ立ち上げ
（http ://www.k isc .me i j i . ac . j p/ ～
ishiken/index.html）、唐代墓誌所在総
合目録・中國五代十國時期墓誌・墓碑
綜合目録稿・『西安碑林全集』所載「唐
代墓誌目録」（http://sekkokuken.mind.
meiji.ac.jp/doc/find.htm）、隋代墓誌目
録検索（http://www.kisc.meiji.ac.jp/～
ishiken/researches/database.html）
・刊行物：（前掲書を除く）
氣賀澤保規編著『復刻洛陽出土石刻時
地記（郭玉堂原著）―附解説・所載墓誌
碑刻目録―』（2002年）
研究所機関誌『東アジア石刻研究』創
刊号（2005年）
論集『中国石刻資料とその社会―北
朝・隋唐期を中心に―』（2007年）
・シンポジウム：
「東アジア史上の遣隋使シンポジウム」
（2007年10月6日）
「顏真卿と近年発見の石刻資料シンポジ
ウム」（2008年3月13日）
「唐代詩人韋応物と新発見墓誌資料シン
ポジウム」（同年3月19日）
「中国石刻合同研究会」（同年7月26･27
日）
科研費成果報告会「中国仏教石刻をめ
ぐる諸問題」（2009年1月10日）

写真4　唐代の石刻と文人文化展（2008年） 写真5　洞窟に刻まれた末法の石経と聖像展（2007年）
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展　示 リサーチ＆

佐々木憲一（明治大学文学部准教授）

　2008年8月21日（木）から9月16日（火）

まで、明治大学博物館の特別展示室にお

いて標記の企画展を開催した。この企画

展は、吉村武彦明治大学大学院長・文学

部教授（日本古代史）を代表者とする文

部科学省学術フロンティア推進事業「日

本古代文化における文字・図像・伝承と

宗教の総合的研究」の、2004年度以来の

研究成果を展示するものであった。ちな

みに2008年度はその最終年度で、この大

型研究の総仕上げの一環として企図した

図１　企画展ポスター

ものである。主催は、この大型研究のセ

ンターである古代学研究所である。

　この大型研究は、それまで別個に実

践されてきた文献史学、考古学、古代日

本文学を統合し、弥生時代から平安時

代に至る日本古代史を総合的に、多面的

に解明するために発足した。代表者吉村

の言葉を借りれば、「ひと（人）」「もの（物）」

「こと（言）」に対する全体史的な学問統

合である。この企画展もそれを反映して、

多様な構成となっている。展示の骨格は、

碑の拓本や文字瓦といっ

た日本と中国・朝鮮の古

代文字資料である。国づ

くり、つまり国家形成過

程において文字という記

録 手段 が大きな役 割を

果たしているからである。

同時に、文字がない時代

や社会においては、伝承

も無視できないメディアで

あるため、文字なしで伝

わった儀礼のビデオも上

映した。さらに国家形成

過程の研究史がわかるよ

う、図書資料も展示した

のは、図書館以外の企画

展としては新しい試みと

自負している。

　具体的には、第１ステー

ジ「『国づくり』の議論～

現代の研究まで」、第２ス

テージ「国家と文字」、第

3ステージ「口承と物語・祭祀文化」から

なる。文字瓦などこの大型研究で分析の

対象とした資料そのものと、大型研究の

成果を位置づけるための比較資料を学外

から借用したほか、明治大学図書館と博

物館が所蔵する関連資料を展示した。以

下、各ステージの概要を説明する。

　第 1 ステージ「『国づくり』の議論」で

は、国家形成論研究の基盤や背景となっ

た図書を中心に展示した。日本では『日

本書紀』、『古事記』、『風土記』（複製本、

版本）がその代表である。日本における

国家形成期を世界史のなかに位置づける

ため、欧米の理論的枠組み、特にマルク

ス主義的思考も導入された。それらの実

例としてマルクス『資本論』初版や、アメ

リカ人のルイス＝ヘンリー＝モルガン『古

代社会』初版（共に明治大学図書館蔵）

を並べてみた。マルクス主義的な理論書

は当然のこととして、モルガンの『古代社

会』を日本で取り上げたのは、意味がある。

というのは、『古代社会』は日本人考古学

者の多くが評価しないアメリカ合衆国プロ

セス考古学の基盤であるが、実はこの著

作が晩年のマルクスに大きな影響を与え、

エンゲルスの『家族・私有財産・国家の起

源』に結実したのである。エンゲルスの『起

源』は日本における国家論研究の基盤の

一部を成しているため、合衆国プロセス

考古学と日本における国家論研究は、従

兄弟同士のような関係にあることを知らせ

たかった。

　また明治大学で永く文化人類学を講じ
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図 2　好太王碑拓本（北京某本）部分（明治大学図書
館提供）

た岡正雄も日本における国家論研究に寄

与しているため、彼の業績（パネル）や

旧蔵書を展示したほか、明治～大正期の

日本史の教科書も国家論研究の背景とし

て取り上げた。明治初期の教科書では、

考古学に基づく「神武天皇」以前の庶民

の暮らしなどを記述しているのに対し、

1890 年の教育勅語以降の国定教科書で

は、考古学的記述は排除され三種の神器

など天皇家の由来と支配の正当性を明確

化する内容に大きく変容していることがわ

かる。

　第 2 ステージ「国家と文字」はこの企

画展の中心を成す部分で、古代中国・日

本の石刻資料の拓本や、数少ない古墳

時代文字資料、文字瓦など多数を展示し

た。まず拓本としては、高句麗好太王碑

文の拓本帖（4 冊組）を挙げたい（図 2）。

これは明治大学が図書館特別資料として

2004 年に購入したもので、「北京某本」と

して研究書でも紹介された貴重資料であ

る。本学図書館はこの拓本のデジタル画

像を実物の碑と同様に接合し、高さ 6.3m、

幅 1.5m 以上を４面、表装したものも所蔵

しているが、この大がかりな物を吊すた

めの仕掛けにコストがかかり、予算的制

約から展示できなかったのは大変遺憾で

ある。その他、研究分担者氣賀澤保規教

授（明治大学文学部）主宰の明治大学東

アジア石刻文物研究所が所蔵する中国古

代の石碑の拓本も、「三体石経残碑」（241

年頃）や「大晋龍興皇帝三臨辟雍頌」（278

年）など貴重なもの 6 点が出展された。前

者は儒教経典を春秋戦国期の古文、始皇

帝時の小篆、漢代の八分隷の三書体で刻

まれ、洛陽の太学の前に立てられた碑の

一部の初期の拓本。後者は洛陽の太学

を武帝が三度、皇太子（後の恵帝）が二度

訪れたことを頌えるために立てられた碑の

拓本である。拓本だけでは立体性に乏し

いので、群馬県高崎市所在の山ノ上碑の

レプリカを国立歴史民俗博物館から、中

国の墓誌の本物を氣賀澤教授のお知り合

いから借用した。

　古墳時代の文字資料は極めて少ない

が、明治大学博物館が所蔵する「火鏡」

（縁に「火竟」と刻まれた５世紀後葉の倣

製鏡）を出展したほか、国立歴史民俗博

物館から和歌山県橋本市隅田八幡神社

蔵国宝人物画像鏡レプリカ

と千葉県市原市稲荷台古墳

出土「王賜」銘鉄剣レプリカ、

埼玉県教育委員会から国宝

金錯銘鉄剣レプリカを借用

した。国宝人物画像鏡レプ

リカは、館外貸し出しをしな

い前提で制作されたが、隅

田八幡神社宮司様の格別の

ご好意で出展が可能となっ

た。

　奈良時代になると、支配・

統治のための言語として漢

字・漢語・漢文が用いられ

た。その実例として、この大

型研究で購入した『令集解』

（版本）（9 世紀半ばに成立し

た、養老令の諸註釈の集成）

を展示した。またこの大型

研究で集成した千葉県栄町

龍角寺五斗蒔瓦窯遺跡文字

瓦多数だけでなく、群馬県

前橋市山王廃寺出土「放光

寺」文字瓦、神奈川県千代廃寺、栃木

県那須官衙遺跡、大阪府高井田廃寺か

ら出土した「五十戸」文字瓦を借用、展示

した。山ノ上碑には、「放光寺僧」という

記述があり、その「放光寺」が山王廃寺

であることが、展示資料からわかる。ま

た「五十戸」文字瓦は、現在知られる３点

すべてを一堂に集めたことに大きな意義

がある。「五十戸」（さと）は里、郷と標記

をかえるが、この出土文字資料は当時の

地域編成を知る重要な手がかりである。

　第 3 ステージ「口承と物語・祭祀文化」

をテーマとした。明治大学図書館から『万

葉集』（版本）と『源氏物語』の 16 世紀

末頃の写本を借用、展示したほか、徳

川美術館より国宝源氏物語絵巻「蓬生」、

大阪府和泉市立久保惣記念美術館より、

源氏物語手鑑「若菜」下段「女楽」の写

真を借用、展示した。

　古代においては、祭祀は現代以上に大

きな意味があったと考えられる。祭祀は

文献に記録されるものもあるが、祭祀そ

のものとして後生に伝承される場合も多

い。特に韓国や沖縄の祭祀は、日本古代

の祭祀を考える上で貴重な比較資料で

ある。この大型研究では、韓国の世界無

形文化遺産である江陵端午祭と済州島の

ヨンドンクッの2例を調査したので、後者

についてはビデオを上映した。ヨンドン

クッは、済州市チルモリ地区で毎年旧暦2

月14日に行われる五穀豊穣、海上安全・大

漁をヨンドン神と龍神に祈願する祭りで

ある。韓国では日本的な神社はなく、した

がって神主もいないが、日本同様に山の神

や田の神、村の神、川の神、竜神など様々

な神を祀っている点で日本と共通する。そ

れら神々を管理し奉仕するのがムーダン

（巫覡）であり、ムーダンが執り行う祭祀

がクッである。日本の神社祭祀において消

滅したものがムーダンのクッには伝承さ

れている可能性がある。沖縄の祭祀につい

ては、宮古島の夏穂祭り、祖神祭、石垣島の

マユンガナシ（旧暦9月10日に行われる節

祭）などのビデオを上映した。

　以上、「日本古代」をキーワードに、

明治時代の教科書から文字瓦、『源氏物

語』に至る様々な資料を一堂に集めた。学

際性という面で、この企画展が今後の日

本史研究に大きな貢献となることを祈り

たい。
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◆　市民レクチャー　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　

杉原荘介先生と市川市の遺跡
（上）

写真 1　府立三中地歴部機関誌『やよひ』　2 号（左）は 1929年12月。3号は翌年発行か

Ⅰ　急逝
　杉原荘介先生が明治大学文学部教授として在
職中の 1983年 9月 1日に 69歳で亡くなられて 25
年が経過した昨年 9月 28日、大塚初重先生を始
めとする考古学専攻同窓生有志一行は、東京都
府中市にある多磨霊園に眠る先生のお墓に詣で
た。私は、先生のご意向に沿って勤務した市川
市の博物館を、去る 3月の定年まで何とか勤め
終えたことを報告した。
　先生は、ご自身の設計になるという堂々たる
墓石の下に、ご家族の方々と静かに眠っておら
れるのであるが、先生としては志半ばで鬼籍に
入られ、さぞかし無念であったに違いない。我々
にとっては学部の授業の教科書であった『原史
学序論』（当時は 5 版）は、先生20代の研究を総
括した著作に発するが、大学院の研究室の机上
の本箱には、真っ新な『原史学本論』と手書き
された 1冊の大学ノートが立てられていた。先
生の考古学研究者としての仕上げの著作のタイ
トルは、早々に決めてあったけれども、急逝が
その実現を不可能にしたのであった。

堀越 正行（明治大学博物館研究調査員）

Ⅱ　姥山から須和田へ
　1923年の関東大震災のあと、先生ご一家は東
京市日本橋区小舟町から千葉県東葛飾郡市川町
平田に転居された。市川は先生の 9歳から69歳
までの60年間の居所であり、第二の故郷である。
先生が東京府立第三中学校に入学（12歳）した直
後の1926年 5月、大柏村姥山貝塚で東京人類学
会第 8 回遠足会が開催され、引き続き東京帝国
大学人類学教室による 2 期にわたる姥山貝塚の
発掘が実施された。姥山貝塚の発掘は新聞・ラ
ジオで大々的に報道されたから、先生は何度も
見学に訪れたに違いない。
　府立三中では地歴部に所属し、B6版の機関
誌『やよひ』（写真1）を編集している。謄写印刷
ながら、自らのカメラで撮影したであろう吉見
百穴などの生写真を貼り付け、見学記や新聞の
考古学関係記事の転記を担当するなど、考古学
大好き少年として活躍している。市川への転居
が無かったとしたら、あるいは先生が考古学へ
の道を歩むことは無かったのかもしれない。
　1928・29年（中学 3～4年生。14～ 15歳）には、

先の姥山貝塚の SI～Ⅳ地点を断続的に発掘し、
1940年に『考古学』誌で報告している。この時
に出土した土器などは、1940年に帝室博物館に
寄贈している。そのうち 1 点は、後日、東京国
立博物館からさらにイタリア東洋博物館に寄贈
され、日本原始文化の紹介に役立てられている。
　一方、須和田遺跡の発掘も断続的に進めてい
る。『考古学者・杉原荘介』（1984年）の年譜では、
1933年 3月～ 35年に須和田遺跡発掘となってい
るが、そもそも先生の処女論文「下総東葛飾郡
国分村須和田弥生式遺跡研究摘要（上）（下）」

（『武蔵野』第 18巻第 4・6号）（写真 2）の発行は
1932年4・6月（18歳）であるから、これでは発掘
前に報告することになってしまう。須和田遺跡
の発掘開始は1932年より前となるが、明記はな
いが、記述から1930年には着手しているらしい。
実に府立三中 5年生（16歳）である。1934年 12月
22日付の東京朝日新聞千葉版（図）は、先生（21
歳）と協力者である中島辨智氏の須和田遺跡で
の活躍を紹介している。日曜毎に発掘したとあ
る。この間、蔣介石政権下の中国からの亡命生
活（亡命期間：1928～ 1937）を須和田で送ってい
た郭沫若氏と知り合いになり、「郭さんに実測
を手伝ってもらった」こともあったという。
　そして 1935年 6月 29日の第 488回東京人類学
会例会において、「下総須和田遺跡の調査を終
りて」と題する発表を行い（21歳）、須和田遺跡
には弥生・古墳・奈良平安の3期あることなどが
語られたことを『東京人類学会雑誌』第50巻第 7
号が伝えている。

Ⅲ　「鳥居先生」
　1931年 3月に東京府立第三中学校を卒業した
先生（17歳）は、家業の和紙問屋杉原商店を手
伝う一方で、遺跡の発掘・遺物整理・報告の執
筆にも精力を傾けていた。「史前学会」の名簿
を調べると、この年に会員となっているから、
おそらく他の学会にも入会手続きをしたことが
予想される。格調高い文章で始まる処女論文の
執筆にも着手したはずだが、発表雑誌が鳥居龍
蔵氏が幹事長を務める「武蔵野会」の『武蔵野』
であったことは、学問上の師を持っていなかっ
た先生は、鳥居龍蔵氏を師と仰いでいたからに
違いない。私の知る限り、先生の口から「先生」
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の敬称で呼ばれた人物は、唯一「鳥居先生」の
みであったことからも想像できる。
　大学進学を断念して家業を手伝うことの見返
りに、大陸旅行に行かせてもらうことを条件と
し、父君も承諾したというからスケールが違う
が、大塚先生のお話では、1932年の朝鮮・満州
の見学旅行に際しては、鳥居先生から紹介状を
書いてもらって出発したけれども、帰国後一向
に挨拶に来ないことに鳥居先生が怒っている
いう話を人伝に聞き、さしもの杉原先生は血の
気が引き、大いに動揺したという。恐らく破門
という最悪の文字が頭を過ったに相違ない。今
なら大学 1年生に相当する弱冠 18歳の夏のエピ
ソードであるが、1935年 1月の「武蔵野会」創立
20周年の総会において、鳥居幹事長から推挙さ
れた新幹事 7人に名を連ね、承認されているか
ら、先生がいかに鳥居先生から信頼されていた
かがわかる（21歳）。とはいえ、このあと「武蔵
野会」の活動に傾倒した気配は無さそうである
から、その頃にはより専門性の高い研究会への
参加を模索していたと予想される。

Ⅳ　東京考古学会
　市川ではないが、先生にとっては庭先感覚で
あったであろう東葛飾郡葛飾町西海神（現船橋
市）の飛ノ台貝塚の発掘を 1932年 2月と 9月に
独力で実施し、『史前学雑誌』に 3回にわたって
報告している。その後、東京考古学会東京第 1
回研究例会として発掘旅行会が計画された際、
茅山式土器を出す例の少ない遺跡としてこの飛
ノ台貝塚が選定され、1938年 9 月に発掘が実施
された。この時「炉穴」が初めて発見されるな
ど予想以上の大きな成果をもたらしたことか
ら、東京考古学会下総飛ノ台貝塚調査分科会が
組織されて整理がすすめられ、研究会での検討
を経て翌年4月には機関誌『考古学』誌上で報告
されている。責任者として指名された先生であ
るが、その分担者としても大いに活躍されてい
る。この「東京考古学会」こそ、先生にとって
研究仲間としてお互いに刺激しあえる研鑚の場
として位置づけされた、最も情熱を傾けた研究
会であったと思われる。
　飛ノ台貝塚の発掘が実施された同月（24歳）
に、「東京考古学会東京研究所」の看板が先生
宅に掲げられ、毎月研究会が開かれたという
が、当初は飛ノ台貝塚報告のための会合が中心
であったろう。ちなみに東京考古学会は森本六
爾氏を中心として結成された考古学研究会であ
るが、1936年 1月に森本氏が 32歳の若さで夭折
したため、事務所が大阪の坪井良平氏宅に移
り、東京（周辺）に活動拠点が無かったことに
義侠心を発揮したものと想像される。それがで
きたのも 1937年 6月に父君が亡くなり、家業を
継いでいた（23歳）から勝手ができたという事
情もあろう。その「東京考古学会」も1940年 2月
に学会再編により「日本古代文化学会」に統合
され、その名は消えてしまったのであるが、市
川にあって戦火を潜り抜けた「東京考古学会東
京研究所」の看板こそ、戦後「東京考古学会」の
名を再興させ、「考古学集刊」と誌名を変えて

まで機関誌発行（1948年～）に情熱を燃やした、
先生にとっての研究の精神的シンボルであった
ものである。このような経緯を知らないと、明
治大学考古学研究室の研究雑誌に見えた「考古
学集刊」が、なぜか「東京考古学会」発行とあ
る疑問は解消されないであろう。

Ⅴ　水田下の鬼高遺跡
　千葉街道の乗る市川砂州の南には一面の水田
が広がっていたのであるが、震災後に工場の移
転が増加してきた。その一つとして市川市鬼高
の地に共立モスリン（現ニッケ）の工場が建設
されることになり、沈殿池を掘った土で水田を
埋め立てる工事が1937年3月から開始された。4
月に入って遺物が発見されはじめたことに気
付いた同工場の佐藤吉彦氏（先生の後輩という）
は、この事実を先生に連絡したのである。先生
は精査の必要を痛感し、5月 23日、調査体制を

整えて既に池底となった遺跡をポンプで排水し
ながら調査したのである。鬼高遺跡の報文の脱
稿は、翌年の飛ノ台貝塚調査直後の 10月（発行
は 11月）とあるから、さぞかし忙しい毎日を送
り、家業は番頭に任せきりになっていたのでは
と思えてくる。杭上住居・漁労に関する分業な
ど、提起された問題も大きいが、弥生式土器に
後続する古墳時代の土器として鬼高式土器を設
定したことなど、弥生時代以後の土器編年研究
は確実に前進した。この成果は、1939年1月8日
に実施された東京考古学会第 1回総会時の研究
発表会「南関東を中心とせる土師部祝部土器の
諸問題」と題する発表（25歳）に結びつくのであ
る。
　※本文中、簡潔な表現とするため敬語の使用
は極力抑えた非礼をお許し願いたい。また年齢
の表示は、先生の満年齢である。

図　須和田発掘の成果を伝える新聞（東京朝日新聞千葉版 1934年12月22日）

写真 2　杉原先生処女論文掲載の『武蔵野』
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学芸研究室から

　譜代大名の内藤家は、天正一八年（1590）

に家康の関東移封に従って関東に移り、

上総国佐貫に二万石を拝領した。その後、

漸次加増されて、四万五千石まで石高を

増やすが、さらに元和八年（1622）新たに

二万五千石を加増されて、陸奥国磐城平

七万石へ領地を移される事になる。この

時、それまで磐城平城主であった鳥居忠

政は出羽国山形二〇万石へ領地を移され、

内藤家の旧領である佐貫には武蔵国深谷

から松平（桜井）忠重が一万五千石で入封

している。磐城平では、内藤政長、忠興、

義概、義孝、義稠、政樹と六代の藩主が

統治を行うが、延享四年（1747）、今度は

日向国延岡へ領地を移される事になった。

この移動は、内藤政樹磐城平七万石、牧

大名と領地
～譜代大名内藤家の転封～（上）

日比  佳代子（刑事部門担当学芸員）

野貞通延岡八万石、井上正経常陸国笠間

六万石の三大名の領地を入れ替えるとい

うもので、内藤家は延岡へ、牧野家は笠

間へ、井上家は磐城平へと領地を移され

ている。

江戸時代に行われたこの様な大名の配

置替えの事を転
てんぽう

封と言う。転封は、徳川

家康、秀忠、家光三代の将軍の時、最も

盛んに行われている。これは、徳川氏に

よる新しい領国体制の確立という目的の

もと、外様大名の改易と転封、それに伴

う徳川一門と譜代大名の配置という形で

行われた。体制が確立した寛永期以降、

外様大名の転封は減少するが、幕政執行

の立場から享保期頃までは譜代大名の転

封も盛んに行われている。

これまでの転封研究は上記の様な政治

史的な観点から分析され、多くの成果を

上げてきた（1）。しかし、従来の転封研究

が有した政治史的な「幕府と藩」という視

点から、領地に視点を移すとどうだろう

か。領民にとって藩主が替わるという事

は大きな意味を持った筈である。自分た

ちのお殿様だと思っていた存在がどこか

に行ってしまうという事、新しいお殿様

がやってくるという事、それは当時の人

たちにとってどの様な意味を持ったのか。

転封後、すぐに藩政機構が機能し、新領

地を統治できたのは、どの様な仕組みが

あったからなのか。転封に際して、大名

同士はどの様なやりとりをしているのか、

またその事が新領地経営にどの様な影響

2009 年度秋季特別展「大名と領地―お殿様のお引っ越しー」展出展予定品　『延岡城下図屏風』（個人蔵）
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をもたらしているのか。この様な問題に

対し、従来の転封研究は十分な答えを持

ち合わせていないのである。「幕府と藩」

から「大名と領地」へと視点を移した時、

これまでとは異なる転封研究の可能性が

開かれるだろう（2）。

明治大学博物館蔵内藤家文書には、元

和八年の転封に関わる史料は殆ど残され

ていないが、延享四年の転封に関しては

数多くの史料が残されている。譜代大名

家は、多くの場合転封を経験しているの

で、その事も一因となり、江戸時代の統

治史料を十分に残していない場合が多い。

その様な状況の中で、内藤家文書は、転

封以前の磐城平時代の史料を相当数残し、

また転封に関わる多くの史料と、転封直

後の統治史料をも残す、貴重な大名家文

書である。明治大学博物館 2009年度秋季

特別展は、この貴重な史料を核にして『大

名と領地～お殿様のお引っ越し～』を開

催する。展示に先立って、延享四年の内

藤家の転封の様子を覗いてみる事にしよ

う（3）。

延享四年三月一九日、内藤家は江戸城

にて日向国延岡への所替を命じられた。

その日のうちに勘定奉行から内藤家の留

守居に出頭要請があり、翌日、幕府勘定

所にて磐城平領の生産力を書き上げた「郷

村高帳」を作成し提出する様にとの指示

が出された。内藤家では一九日の段階か

ら関係各所に使者を送っているが、その

後も、延岡の周辺大名・幕府代官へ転封

の挨拶を行い、幕府の各役職へは転封に

伴う指示や家臣の移動の取り計らいを願

う挨拶を行っている。また、共に転封す

る事になった牧野家、井上家の留守居と

は会合を重ね打ち合わせに余念がない。

国元では「郷村高帳」や磐城平領の統治に

関わる関係資料が作成され、それを受け

て江戸屋敷の役人が勘定所役人とやりと

りをして詳細を詰め、六月に幕府提出と

なっている。「郷村高帳」の作成期間は三

ヶ月かかっておらず、国元での作成はか

なり急がせた様である。また、勘定所役

人の内容確認が終了した後、内藤家側で

は清書をしたいと申し出ているが、勘定

所役人は、急ぎだからこれをそのまま提

出せよと指示している。ここからも転封

準備があわただしく進められている様子

が窺える。この他、三月二九日には、加藤

勘兵衛、斎藤儀左衛門らが大坂での業務

担当を命じられ、江戸での打ち合せを経

て六月一六日に大坂入りしている。磐城平

からの移動は、大坂までは陸路で、大坂

からは海路で移動するため、宿場の問屋

への手配や家中が乗船する舟の手配など

を行わなければならないのである。また、

六月の下旬には延岡の松山村大庄屋吉本

辰右衛門と柳沢町別当吉田嘉治郎が大坂

の加藤勘兵衛の旅宿を訪れ、羽織袴姿で

町在の惣名代として所替の祝儀を申上げ

ている。延岡の領民にとっても、所替の準

備が始まっているのである。（次号に続く）

（1）例えば、藤野保 『幕藩体制史の研究』（吉
川弘文館、1975年）等。また近年、谷口昭氏に
より近世における家産官僚制を検討するという
切り口から転封研究が行われており注目される 
（「近世の家産官僚—譜代大名の転封を素材と
して」｛『名城法学』41-4｝等）。
（2）この様な視点は、地域社会と藩の具体的
な関わりや藩同士の関係などを問う近年の藩研
究の課題に答える事にもつながるであろう。
（3）「奥州岩城平日州延岡御所替覚帳」（内藤
家文書1-20-313）、『宮崎県史』通史編近世上、
史料編近世2（宮崎県）などによる。

「奥州岩城平日州延岡御所替覚帳」
（内藤家文書 1-20-313）
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　収蔵室
から

「吉祥文」と呼ばれる文様があります。縁起のよい意味を想起
させる動植物や小物を定形化した文様の総称で、その意味も形
も様々です。今回はその吉祥文の中でも特に日本人になじみ深
い「松」「鶴亀」「州

すはま

浜」を盛り込んだ長寿・招福を意味する「蓬莱鏡」
という名の和鏡のお話です。

そもそも和鏡とは国風文化が成立した平安時代以降の国内産
の鏡を指し、直角に立ち上がった縁と、それまでの鳳凰・龍虎・
唐草といった大陸的なモチーフから鶴亀・菊・松など身近な動植
物へと変化した鏡背文様を特徴とする鏡です。当
館では現在 41面の和鏡を所蔵しており、「蓬
莱鏡」に分類される鏡は全部で 6面あり
ますが、その中から収蔵番号 A-183
の鏡をご紹介します。

一般的に江戸時代の蓬莱鏡
では亀を模した鈕

ちゅう

を中心に、
右から上方にかけて松樹、
下方に波打ち際の形を意匠
化した州浜、左には二羽の
鶴が配されます。亀鈕の頭
部を左にし、上方にいる鶴
は羽を広げて首を下に曲げ、
逆に下方にいる鶴は上の鶴
を仰ぎ見るように頭を上げ、
この三者の口先が接

せっ

嘴
し

してい
るこの構図は今回ご紹介できな
かった残り五面全てに共通し、日
本全国にある蓬莱鏡についても大変多
く見られる特徴で、江戸時代の蓬莱鏡にお
ける代表的な定型として普及していたことが窺
えます。

A-183蓬莱鏡は江戸時代前期頃の作で、直径は 12.2cm、そして
縁の高さは 1.6cmあります。長寿を意味する松は枝ぶりを肉厚の
彫りで強調し、亀鈕には亀甲が表現され、鶴は尾羽までの羽毛
の表現がなされるなど細部まで作り込まれていることが見て取
れます。亀鈕の下には笹葉が敷かれ、鶴の左側には梅花を散ら
し「松竹梅」揃いで画面に華やかな趣を添えています。この鏡で
特に注目したいのは画面下方に仔亀が一匹と仔鶴が三匹表現さ
れている点で、蓬莱鏡の持つ意味の中でも子宝や子孫繁栄を強
調する表現になっています。また館蔵蓬莱鏡で唯一銘が施され
ており、右下方に小さく「天下一」（写真 2 ）と見えます。これは
安土桃山時代、織田信長の定めた手工芸者の生産意欲高揚を目
的とした称号公許制度によるもので、鏡師を含めた各種工芸人
集団の中からそれぞれ一人に与えられた称号でした。しかし乱
用が相次ぎ江戸時代前期になるとほとんどの鏡師が名乗るよう
になったため、残念ながらこの銘の場合は産地や鏡師の特定に
直接結びつくものではありません。

このように銘が乱用されるほど江戸時代では鏡の需要が高ま
っていました。もともと鏡型は粘土にヘラで直接文様を描き出

蓬
ほうらいきょう

莱鏡

して製作するものでしたが、一つの型から一面の鏡しか作れず、
それらは主に「誂

あつらえ

」と呼ばれる禁裏御用達の品のような特別に作
られたものでした。当然庶民には手の出せない高価なものです。
そこで江戸時代後期に弥生時代からあった「踏み返し」と呼ばれ
る技術が隆盛します。これは元になる鏡を砂型の上に押し付け
て鋳型を作る非常に簡易なもので、一つの型から何面もの鏡を
製造することが可能でした。これにより安価な鏡が大量に生産
できるようになり、ようやく庶民にも鏡が普及するようになり

ます。しかしこの「踏み返し」を何度も繰り返すこと
で文様は徐々に粗く、不鮮明になってゆきま

した。例えば収蔵番号 A-185の蓬莱鏡を一
部拡大した写真 3をみるとその違いは

明らかです。ちなみに「誂」をもと
に踏み返したものを「似

にたり

」、以下同
様に踏み返す度に「紛

まがえ

」「本
ほんま

間」
「又

また

」「並
なみ

」「彦
ひこ

」と材質や大き
さも含めて七段階の格付けが
なされ、下に行くほど安価で
すが粗悪な造りになってゆき
ました。
　さて今回ご紹介した資料は
円鏡と呼ばれるほぼ真円の鏡

です。室町時代に柄付き鏡が
登場するとその使い易さから瞬

く間に広まり、それまで主流だっ
た円鏡は一般家庭から姿を消して

しまいました。しかし寺社への奉納用
あるいは武家・豪商などの婚礼調度として

円鏡は残り続けます。柄鏡を褻
ケ

の鏡とするなら
ば円鏡は晴

ハレ

の鏡としての役割を担ってきました。だか
らこそ同じ文様、同じ配置という定形化した形式が何よりも重
んじられたのでしょう。けれどもその一面一面には鏡師の個性
や流行が如実に表れています。蓬莱鏡は晴の日を寿ぐ鏡であり、
また時代を映しだす鑑でもあったのです。

（主要参考文献）
青木豊 1992『和鏡の文化史―水鑑から魔鏡まで―』刀水書房
ポーラ文化研究所 1989『ポーラ文化研究所コレクション 2 日本の化粧
　―道具と心模様』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中山　仁美）

写真 1

写真 2 写真 3

—亀は万年の劫を経て
　鶴は千代をや重ねぬらん—
　　　　　　　　　　　　　　　　謡曲「鶴亀」
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　レザーならではの質感が好評のオリジナルコースター。中心には当館の人気
（？）資料、ニュルンベルクの鉄の処女と遮光器土偶があしらわれています。2

個セットなのでとってもお得。贈り物にも最適です。使い込むほどに味が出て
きますので、くつろぎの時間にお気に入りのグラスを置いてみてください。

M2カタログ ミュージアムショップ「エムツー」で販売しているグッズを紹介するこ
のコーナー。第 13弾はコースターをご紹介します。

1 位

2 位

3 位

特別展「氷河時代の山をひらき、海をわたる」図録

『常設展示案内ガイドブック』

一筆箋（土器）

1,000 円

800 円

400 円
カラー：赤（ニュルンベルクの鉄の処女）
　　　　黒（遮光器土偶）
価　格：各色1,100円（2個セット）

売り上げベスト 3（2008年 7月～ 12月）

団体見学の記録　2008 年 7 月～ 12 月

【一般】

【小・中学校】

【高等学校】

【大学・大学院
  ・専門学校】

法務省法務総合研究所国際協力部（15名）・水無月会（20名）・板橋グリーン・カレッジ OB会（77名）・NHK学園新宿オープンスクール（25名）・
社団法人中小企業診断協会東京支部「学校ビジネス研究会」（15名）・埼玉県立越谷北高等学校 PTA（86名）・郵船トラベル散策会（13名）・めい
せき倶楽部（5名）・新宿さつき会（13名）・瑞き会（15名）・埼玉県立熊谷高等学校 PTA（27名）・NPO東京都ウォーキング協会（40名）・長和町民
大学（30名）・下町歩け歩け会（25名）・明治大学長野県父母会（15名）・かながわ考古学同好会（15名）・東京都多摩支部町田地域支部（15名）・鬼
平であそぶ（13名）・清真学園中学校・高等学校ＰＴＡ（53名）・よみうり文化センター川越（16名）・彩の国いきがい大学 3期校友会（30名）・騎西
町民生委員・児童委員協議会（34名）・国際警察センター語学研修科（32名）・小平市中央公民館「シルバー大学第35期」（60名）・蕨史跡探訪会（20
名）・遊幸会（25名）・読売文化センター「江戸蕎麦屋めぐり」（15名）・横浜青葉史談会（12名）

東京都国分寺市立第一中学校 2年生（6名）・山形県東置賜郡川西町立第一中学校（5名）・東京都江東区立亀戸中学校（20名）・明治学院中学校（60
名）・東京都立小石川中等教育学校（18名）・桐朋女子中学校（51名）・千葉県松戸市立新松戸南中学校（6名）・東京都墨田区立両国中学校（13名）

栃木県立学悠館高等学校歴史研究同好会（12名）・長野県飯山北高等学校（44名）・宮城県仙台第一高等学校（7名）・広島県立賀茂高等学校（6名）・
神奈川県立茅ヶ崎北陵高等学校（43名）・茨城県立鹿島高等学校（40名）・広島県立海田高等学校（25名）・茨城県立水戸桜ノ牧高等学校 2年生（40
名）・長野県長野西高等学校 1年生（30名）・文華女子高等学校（30名）・明治大学付属中野高等学校 1年生（200名）・高輪高等学校 1年生（26名）・
群馬県立松井田高等学校 1年生（80名）・千葉県立成田国際高等学校 1年生（25名）・群馬県立桐生高等学校 1年生（40名）・長野県塩尻志学館高等
学校（14名）・茨城県立水戸第二高等学校 1年生（45名）・東京都立八丈高等学校（4名）・埼玉県立不動岡高等学校（75名）・埼玉県立大宮東高等学
校（30名）・熊本県熊本市立必由館高等学校（80名）・富山県高岡第一高等学校（63名）・東京都立両国高等学校（21名）

日本ジャーナリスト専門学校（13名）・専修大学榎ゼミナール（14名）・帝京大学法学部法律学科1年生（20名）・杏林大学大山ゼミ（15名）・武蔵野
大学（37名）・駒澤大学考古学専攻（10名）・明治大学経営学部公共マーケティング論受講生（60名）・情報アシスタント（20名）・早稲田大学法務
研究科（12名）・明治大学総合講座日本近代史と明治大学受講生（20名）

「氷河時代の山をひらき海をわたる」内覧会
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明治大学博物館入館者数の動き（2008 年 7 月～ 12 月：延べ人数）

2004 年 4 月以降の総入館者累計　254,524 人

特別展来館者数内訳

明治大学博物館友の会 20年の歩み

国づくりと文字・伝承

氷河時代の山をひらき海をわたる
-日本列島人類文化のパイオニア期 -

開催日数

7月～ 12月

図書館利用者

講座受講者

黒耀石研究セン
ター利用者数

21日間

19日間

64日間

7/9～ 7/29

8/21～ 9/16

10/10～ 12/12

来館者数

延べ人数

2680

1383

4715

1846

1014

3902
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博物館

友の会から

編集後記 : 大学の研究成果を広く社会に周知する方法のひとつとして、「展示」がより一層重要視されてきています。展示の場の提供のみならず、開
催にあたって準備や運営、技術的な面でサポートすることも大学博物館の重要な役割と能力です。学習院大学との共催特別展や学内研究所の企画展は、
そうした活動の一例です。過去の研究成果とともに、研究の最前線を知る「場」へ。今号は明治大学博物館のチャレンジの一端が現れています。

博 物 館 案 内

　美術館や博物館で良く見かける「くずし字」。何を書
いてあるのかさっぱり判らない。少しは読めるように
なったら楽しいだろうな、でもどうして勉強すればよ
いのかも判らない。
　そんな人達にとって強い味方が、明治大学リバティ
アカデミー講座の一つで、古文書学習の基礎から教え
てくれるので定評のある、明治大学博物館入門講座「今
日から始める古文書講座」です。
　そこに私達は 2008 年4月に受講し8月に終了しました
が、次の学習の機会がありません。なにしろ、修了者
は 2度と同じ講座は受けられない仕組みなのです。
　ご承知のように、博物館友の会には既に 1994年誕生
の「古文書を読む会」と 1999年誕生の「平成内藤家文書
研究会」との二つの古文書学習の分科会がありますが、
超初心者の私達にはとても歯が立ちません。
　そこで、8月の終了生が中心になり、もう少し学習を
続けたいとの思いで 2008 年11月に発足した、友の会の
中で最も新しいできたての分科会です。
　毎月1 回（第 1月曜日 13時30分～ 15時30分）明治大学
博物館教室に集まり、学習会を開催しています。アド
バイザーは、博物館入門講座「今日から始める古文書講
座」を担当する、学芸員の日比佳代子先生です。
　学習会は毎月課題（基礎的古文書）が与えられ、それ
を各自が予習してきます。当日順番に 2～ 3行を黒板に
書き出します。もちろん判らない字がありますが、そ
こは○○と空けておきます。次の順番の人が補完し読
みます。それを繰り返して一つの文書を何とか解いて
行きます。途中判らない所は皆で検討しあいます。こ
の過程はわいわいがやがや結構楽しくやっています。

　ここで何人かのメ
ン バ ー を 紹 介 し ま
す。いつも賑やかで
会のムードメーカー
で地域の活動にも熱
心なＩさん。社会人
の時も多趣味に生き
る現在も何時も一緒、他もうらやむ程仲の良い、動の
Ｓさんと静のＯさん。江戸時代に興味を持ち、区の博
物館ボランティアもつとめるＨさん。考古学から工芸
まで多方面に活躍、明大博物館解説員もつとめるＯさ
ん。家のルーツをもとめ古文書に取り組むご主人に合
わせて、古文書の学習を始めたまさに夫唱婦随のＨさ
ん。現在博物館友の会にある 7 つの友の会の内 6 つに
所属し、多方面の課題に取り組むＳさんなど実にさま
ざまな人が集まる楽しい会です。
　現在（1月末日）会員数は 10名、3 月からは 08 年度下
期の講座卒業生も加わり14 名になる予定です。学習の
やり方から最大 20名を目標に今後の活動を続ける予定
です。
　　　　　（古文書の基礎を学ぶ会　総務　平井 孝雄）

【明治大学博物館友の会　連絡先】

　〒 101－ 8301　千代田区神田駿河台 1－ 1
　　　　　　　　明治大学博物館　友の会宛
　メールアドレス meihakutomonokai@yahoo.co.jp　
※博物館事務所に、友の会の担当者は常駐しておりま

せん。連絡は必ずはがきまたはメールでお願いいた
します。

友の会分科会 「古文書の基礎を学ぶ会」

【博物館案内】

【図書室ご利用案内】

◆開館時間　
　10：00 〜17：00（入館16：30まで）
◆休館日　
　夏期休業日（8/10〜 8/16）
　冬期休業日（12/26〜 1/7）
　8月の土・日に臨時休館があります。
　※開館時間・休館日には変更の場合があります。

◆観覧料　
　常設展無料。
　特別展は有料の場合があります。

◆開室時間
　月〜土　10：00〜 16：30
◆閉室日
　日曜・祝日・大学が定める休日
　※図書室はどなたでもご利用いただけます。
　※蔵書は原則閲覧・コピーのみとなりますので
　　ご了承ください。


